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は　じ　め　に
　「教育大国」といわれるわが国で，特に近年教育の危機とか，ゆがみと
いったことがしきりに叫ぱれてい㌫そこで教育基本法第1条（教育の目
的）には，「教育は人格の完成をめざし，平和的な国家及び杜会の形成者
として，真理と正義を愛し，個人の細億をたっとぴ，勤労と責任を重んじ，
自三1｛的精神に充ちた心身共に健康削華眠の育成を期して行なわれ凌けれぱ
ならない」とうたわれているにもかかわらず，現在の教育杜会全般におい
て知約偏重になりがちとなり，本来の教育の目的である心身ともに健康な
国民の育成につとめるという定義から離れている面が大きい。そこで，私
は大学における特に身体教育の果す意義と正課・課外体育の問題点および
指導上の留意点をとり出し，私の思考の童まに書いたものである。
〔一〕
　体育とは，それを定義するとすれば，「身体的活動を媒介としての教育。
であるといわれている。たとえぱビュチュァー（Char1es　A．Bucher）に
よれば，「全教育過程の統合的な部分である体育は，体育の目標の実現を
はかるという観点から選ばれた身体活動を媒介として，身体的・精神的・
注1　ビューチュアー（Char1es　A．Bucher）著，江橋訳『体育の基礎理論』体育
　　　科学杜。
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情緒的・杜会的に適止のある市民の形成をめざそうと努力する1つの領域
である。．」注1
　このように，休’育は身体運動（大筋蓮動）を媒介として行なう教育として
考えられているのであり，したがって，体育は身体運動を抜きにしては考
えられない。それでは身体運動がすぺて休育であるかというと必らずしも
そうではないのである。というのは，山州において農夫が鍬を打つのは身
休運動ではあるが休育ではないのである。それは，休育が身体教育である
という命題にかかってくる。しからば，教育とは何か？われわれ人間はだ
れしも生わ落ちて以来杜会の巾で育てられるのであり，また人闘は生れな
がらにして潜在的能力を持っているのである。童た今後もたえず社会生活
の中で形づくられていくものであるが，こうした人間の形成過概には多種
多様な力が働いている。たとえば，われわれ個人個人がもつところの坐得
的な力をはじめとLて，賞然壌境による力や杜会的文化的環境による力な
どがそれであり，これらの力を総称して白然発坐的な力というのであって，
いわゆる成熟にあたるといえよう。しかし，成熟をはたす力というものは
われわれ人哨1の発達に対して止しく望ましい働きもすれぱ，逆に望ましく
ない働きもする。すなわちプラスまたはマイナス両面の方向に働く一事が出
来るのである。人間はこのような力の交錯・総合・その他種々の作用の関
連を通して次第に形成されていくのであり，これが人間形成の基礎的過程
といえ、い。し、かし，人閑の形成過程は今述べたことのみでつきるもので
はない。むしろ本来の意昧での形成（Bildung）注1は，もう一つの力すなわ
ち教育の力が加わる事によってはじy）て成立する。教育の力とは，ただ白
然発生的な形成過程にノ∫向を与え目的意識的に統率する力であるばかりで
なくその形成過程を促遣するのである。しかL，このような意味からする
と，すべての教育活動は，どのようなちがった意図をもって行なわれよう
とも木質的な作川からいうならば教奇する人とされる人¢）意織から独立し
　注2　近藤英男，奈良教育人学における体育科教育法講義ノートより，昭和44年。
て進行するところの人間形成の基礎的過程に対する働きかけであり，その
過程に多かれ少なかれ影響を与える進歩的な働きであるといえる。したが
って，個人を体育的にとらえるならぱ，個人が傭況に応じて行動し，その
結果何等かの変化をうける過程である事はかわりないのである。また，人
間は刺激に対して行動する時は，常に「全人。と’してするので，身体の一
部や精神だけでするのではない。電車内で足を踏まれて怒る人は，踏まれ
た足が怒るのではなく全体としてその人自身が怒るのである。それにもか
かわらず，われわれの行動は主として知的なものとか，主として情緒的な
ものとか主として身体的なものとかに分ける事が出来る。
　休育とは，前にものべたごとく最後の身体的なものを媒介とした知的・
憎緒的・全人の教育といえよう。たとえぱ大学のグランドに一つのボール
がころげていたとする。近所の小さな子供が入ってきて，そのボールを見
つけると，そのボールという…つの刺激からそれをつかって何か行動を始
めるであろう。その何かとは，グランドのすみに置きわすれてあった一冊
の本を見つけて何かしたいと考える時の「何か」とは，その考えは異凌る
のではなかろうか？。まず常識的に考えるならば，ボールを見つけた時は
その刺激に対して何か運動をと，考えるであろう。ただし，一人で見つけ
た時はただ蹴るかもしれないし，手でもって投げるかもしれない。二人で
あれば，蹴り含って遊んだり投げ合って遊ぷかもしれない。子供は一つの
ボールという刺激に対して，身体運動という行動で反応する。このように
して子供達の無意識の中でポールに対する扱いであるとか，筋カ・内臓の
機能の働きが活発になっていく。
　このよう凌意味からすると，体育は，「刺激」に対して身体運動で反応
する過程であるともいえる。しからば体育には知的または情緒的反応は無
であるのか？　決してそうでないと主張したい。
　現在，私は本掌の野球部の世話をしている。その野球の試合一つを取り
あげてみても，試合中においては，身体はもちろんのこと大変複雑な作戦
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やサイン，その情況に応じての敏速な判断力凌ど知的にも的確在行動を要
し，また試合という環境から受ける緊張した情況のもとで活動することに
よって情緒的な働きもかなりの比重をしめていると感じる。しかし，休育
は身体運動が特徴であって，知恵をふりしぼって作戦をねるのも，結局は
身体運動を助成している予段といえよう。いくら作戦をねって高度な考え
をもっていたとしても，突戦における規則に基いての活動がなけれぱ根本
的に体育の意義から離れるのであり，このような意味から体育運動で常に
意識の中に浮ぷものは，身休活動である。
　’前述したように，農火が鍬を打つ目的は，田畑からの収穫であって，人
間形成または人間完成としての身体活動や運動とは，別個に考えなければ
凌らない。野球という一一つの身体運動について考えてみても，幼児がバッ
トを持ってボールを打つという事は，幼児にとってはただ「打つこと」だ
け，いい換えるならぱ，ただ運動する楽のみが目的である。これは単なる
遊戯であると考える。われわれの祉会化活の中においても規則・規律があ
り，それを守る事により秩序がある。もしも野球という身体運動を，各身
体の機能を向上させるのによりよい運動であるという事で，規則に基き野
球を練習したとする凌らぱ，それは体育である。また野球を技術の向上を
目指す意図から行なうとすれぱ，それは競技である。ところが野球であっ
ても「学生野球」「’社会人野球」「プロ野球・とあり，なかでも「プロ野球」
となるとその意図は，一つの経済行為であるといえよ㌔こオ」1は労働であ
り，農夫が鍬を打つのと何ら変りない。しかし，なカ・には報酬よりも競技
が好きだから，童たおもしろいからやっているという選手もいるであろう。
しかし，客観的には，あくまでも自己の技術を収人を目的にして身体運動
をするのである隈りにおいては，」つの経済行為として取扱いたいと考え
る。このように，一一つの身休運動をとりあげてみても，行なう意図によっ
てこのように分け亡）れるといえる。行なう人の意図次第によっては，鍬を
打つことも体育運動となる。遊戯や競技は，身体の発達途上にある子供達
にとっては何よりも真剣な営みであり，体育としての効果が非常に大きい
ので，学校における体育の教材として採用されているのである。このよう
に考えてみると，人間の身体運動は無数にある。それらのなかで，人間の
成長のために欠くことの出来ない走・跳・投・などの要素を含む運動は，
特に成長期の子供達には凌によりも大切である。広く解すれば，このよう
な無数の身体運動のなかから，これらの大切な要素を含む運動を選び教育
的に実施する鷹によって人間の成長，発達に寄与しようとするのが体育で
ある。
〔二〕
　次にジ今のべた体育の一一般論をもとに，現在の人学休育の存在価値を考
察してみよう。休育の基木であるところのスポーツ的身体活動は，人間的
111体の木質を自覚111勺表塊的ニヒ体として考える1時，これを文化約三11体とみな
しうる。さらにこの事は，環境形式的であると共に白己形成的であるので，
創造的環境の創造的な要素であり，単なる手段ではなくて体験から得たと
ころの創造へつながる自己目的であるといえる。
　したがって，このよう凌意味から，知性に関する教育の存在と並行して
体育の大学における価値を認識しなければならなへさらに，体育は身体
活動の場において，また人間関係においても自己形成的であり，種々の動
機を与えるのにはこの上なき機会であるといえる。
　こび）ような意味から人学傑健体育について考えてみると，特に大学生は
隼令的に分析しても精紳身体両［百iの特異性を｛、っている時期ではないかと
考える。しからぱ，この身心両面の特長を基盤として大学保健体育科目は
実施されなけれぱ在らないのである。そして，大学保健体奇の目的は，①
学小の健康の保持増進，②杜会的遺徳的精伸の瘤養，③学坐坐活を豊か
ならしめる，④杜会化活を価値あらしめる基礎をつくる，といえよう。
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　このような目的を遂行するためにわが大学においても正課体育と課外体
育の両面を通じての教育がなされている。正課体育における学生指導に関
しては，納得のいく指導内容が必要であり，また実技指導面においては，
学化の身体活動を基礎とし，その上に体育の科学的研究の資料に基いた知
識を与える事が必要であると考える。というのは，実技の実践にあたり，
学生の取り組み方，「構え」に大きく影響すると共に「今なにをやってい
るのか」を納得させ，目的や目標を確実に与えてやる事により，自主的な
方1負］づけがなされるのであ肌このような実践のなかから学生が色々な事
を体得し，llチ年であるがゆえに川来る事，また奇イドの時にこそ行なわねば
ならぬ事を行動の中で身体に浸透させる事が必要である。さらに，運動能
の上限に挑み，自己の疲労の排除についての知識や手段，また安企性への
知識を与えるよう州句付けなけれぱならない。これと同じく保健知識につ
いても，身近な身体構造，身体機能について考える瞭を出発点とし，仲活
力の充実（疾病の乎防・衛化の実践・運動能力の強化）のための知識を．与
える事が必要であ㍍このように体育（広く教育）は，教育者と被教育者
との連帯と熱意によって化れるものであると考え㌫
　ここで，本大学の体育実技を振り返ってみる時，確かに出席率はここ数
年次第に向上している。しかし，今かりに体育実技の実施において出席を
とらないとするならぱ，どの位の学生が履修するであろうか～　逆にいい
かえれば，体育は必修科目として，また出席をきぴしくとることにより履
修を強要しているような傾向はないであろうかまたそれがために熱意の
ない講議もまかり適るという現象がないであろうか。
われわれ体育指導者は常に白己反省し穫極的且つ自主的な学生諸君の働き
かけに期待をもっている。細部にわたる体育実技での問題点は今後の研究
課題として，ここで大学にまデいては正課体育と同じ位の大きなウェイトを
しめるところの課外体育について，最後に少しふれてみたい。
〔三〕
　課外体育も正課休奇と同じく教育的価傭も大きく，また逆に方向付け如
何によっては，大き牽間題点に在る事は必至であると考える。また一面正
課体育の「補充・探化」「余暇利用」，「教養娯楽活動の発達」という意味か
らも活発に発展していかねぱならないのである・しかし，正課のように絶
対参加ではなく，あくまでも学小の白セ的参加による集団であり，多くの
問題点を含んでいるが、一般的な閥題点としては，大きくわけて①経済
面，②勝敗面，③技術面の3つに分ける事が出来るといわれてい肌
　①経済負担による既成勢力の文配。注3
　　　絡済的援助を得る事により本米の集団のリーダーよりも集団内榔に
　　オコ・いて絡済面負担者の発二言力が強くなりl1三常な集団の指導が出来にく
　　く凌る。
　②優劣の原塊と．1二■トーの原理の．．二重支配。池4
　　　技術のみを重点に考え，技術の上’ドにより集団内部の位置付けをす
　　る。一方年令とか学年の上，下により集団内部の位置付けをする。前
　　者は近代的感覚の集団であり後者は前近代的感覚の集団である。やは
　　り集団として考えるならば，どちらか一方的にかたよらずに両面をそ
　　凌えたところのバランスが大切であると考える。
　⑰）技術の高度化専門化が大衆化を拒む原困となる。榔
　　　披術の高度化により碓門的な選乎養成のガ内にかたより楽しく活動
　　するという考えよi〕も鍛えて良い逮千をつくるという万向に向㍍
　このような問題点をとらえてみる時，われわれは教育という立場から今
　　竹村　弘，奈良教育大学における体育心理学講義ノートより，昭和43年．
注4　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
1注5　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃
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後の運動部のあり方として勝敗主義を克服し，運動文化の追求と普及また
民主的な人間育成，集団形成という観点を確立出来るように本学の今後の
大きな課題として，一般学生運動欲求の増大と従来の運動部中心のプログ
ラムの矛盾を克服し，本学の体育活動（正課・課外両面）が立派に成長し
ていくようにしたい。また，現代意識と結合し創造性へと続く長い伝統を
もった人間像を育成しなけれぱならないと考える。
